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 「市報ひたち」を全てのご家庭にお届けします

　　　   これからも皆さまとともに

市民と市政をつなぐ
架け橋として

　市民生活に役に立つ身近な広報紙を目指して発行を
重ね、今号で 1707 号となりました。
　今回の特集では、今号からスタートした市報の全戸
配布にあわせ、これまで掲載した記事や市民の皆様の
声を、市の歴史とともに振り返ります。
　歴代の市報ひたちは、記念・多賀・南部の３図書館
で閲覧できますので、ぜひ利用ください。

特 集

　

い
つ
も
「
市
報
ひ
た
ち
」
を
ご
愛
読
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
報
は
、
日
立
市
が
誕
生
し
た
翌
年
の
昭

和
15
年
７
月
15
日
に
創
刊
し
、以
来
81
年
間
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
と
と
も
に
歩
み
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

市
報
は
、
市
の
サ
ー
ビ
ス
を
も
れ
な
く
ご

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
日
々
の
生
活
に

役
立
つ
情
報
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
活
動
や
市
民
の
皆
さ
ま
の
活
躍
を
紹
介

し
、
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
広
報
紙

で
す
。
ま
た
、
そ
の
時
々
の
情
報
が
集
約
さ

れ
た
市
報
は
、
市
の
歴
史
や
出
来
事
を
振
り

返
る
貴
重
な
記
録
誌
に
も
な
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

昨
今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り

情
報
量
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る
中
、市
報
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
伝
え
る
べ
き
情
報
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
必
要
と
し
て
い
る
情
報
を
厳
選

し
て
確
実
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
取
材
や
制

作
を
通
し
て
、
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
「
架

け
橋
」
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
市
報
を
地
域
の
学
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
事
業
者
の
方
々
と
の
協
働
に
よ
り
、
今
号

か
ら
全
て
の
ご
家
庭
に
お
届
け
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が
手
に

と
っ
て
読
ん
で
く
だ
さ
る
よ
う
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
分
か
り
や
す

い
紙
面
づ
く
り
に
磨
き
を
か
け
、
市
民
生
活

に
役
立
ち
、
そ
し
て
愛
さ
れ
る
市
報
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

＊市報ロゴの移り変わり

日立市長

小川　春樹

 「市報ひたち」を本号から全てのご家庭にお届けします。
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編
入
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平
和
通
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が
開
通
し
、
街
路
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戦
争
後
、
日
立
市
報
復
刊
第
１

号
を
発
行
（
２
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太
平
洋
戦
争
の
戦
災
に
よ
り
、

市
街
地
の
広
範
が
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日
立
市
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第
42
号
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発
行
し
、

そ
の
後
戦
争
の
影
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よ
り
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刊

日
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（
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、
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生
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日
立
市
の
歩
み

　記念すべき第１号（昭和 15 年 7
月１5 日発行）は、日立市報とし
て市制施行から約１年後に発行し
ました。
　紙面には、初代日立市長に就任
した福田重清市長や皆川清議長の
創刊に寄せたあいさつなどを掲載
しています。

昭和 15年　日立市報第１号（創刊号）を発行

　戦争の影響により、昭和 19
年から休刊していた日立市報
が、５年ぶりに復刊しました。
　紙面には、高嶋秀吉市長や
沼田敬之議長の市報復刊に対
する思いを掲載しています。

昭和 24年　日立市報
復刊第１号を発行

　茨城国体の開催に当たり、４
ページにわたる特集号を発行しま
した。日立市からは 168 人の選
手が代表として参加し、競技で
大きな盛り上がりを見せた他、市
民が協力して他県などからきた選
手や観客にまごころをこめた応対
を行い、大成功で幕を閉じました。

昭和 49 年　茨城国体
「水と緑のまごころ国
体」を開催

　日立市のコミュニティ活動は、「自分の地域は自分の創意と努力でつく
り上げる」という理念のもと始まりました。市報では、地域活動に取り
組む様子などがシリーズで紹介されています。
　今後、住みよいまちづくりのためにコミュニティ活動が果たす役割は
ますます重要になってくると考えています。これからも市報やコミュニ
ティが作成する広報紙などを通じて、より多くの人がコミュニティ活動
を知って、そして、参加してくれることを願っています。

日
立
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

会
長　
泉　
聡
二
さ
ん
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繋
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受
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茨
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催
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Ｒ
Ｔ
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９
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ク
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開
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木
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の
贈
呈
開
始（
４
）

 「市報ひたち」を全てのご家庭にお届けします

　日立市のシンボルでもある大煙突が、平成５年 2
月 19 日に突然、およそ 3 分の１を残して倒壊し、
市民に衝撃を与えました。
　当時、市民の中には大煙突の倒壊に驚き、涙を
流し、意気消沈した人もいたと言います。そのよ
うな思いが市報で語られています。
　折れてもなお、まちの成り立ちを語る上で欠かす
ことのできない日立市のシンボルとなっています。

平成５年　大煙突が３分の１を
残して倒壊

　各家庭の経済的負担を軽減
し、すべての新１年生が同じ
スタートラインに立てるよう
に、入学のお祝いとして全国
初となるランドセルの贈呈が
始まり、市報で紹介していま
す。この年、約 4,100 人の新
１年生にランドセルをプレゼ
ントしました。

昭和 50年　新小学１年
生に市オリジナルラン
ドセルの贈呈開始

　昭和 63 年から建設を進め
てきていた日立シビックセン
ターと新都市広場がオープン
し、写真で紹介しています。
現在も市民の憩いの場やイベ
ントの場などさまざまな場面
で活用されています。

平成２年　日立シビッ
クセンターがオープン

　中学生のころ、自分と同世代の方が市の事業や魅力を紹介する子ども通
信員の記事を読むのが楽しみでした。そんな時、先生から「子ども通信員
に出てみない？」と言われたときは、とても嬉しかったのを覚えています。
　私が通信員として掲載された市報を見た友人や近所の方など多くの方に

「市報に出ていたね！」と言われ、市報の影響の大きさを実感しました。また、
特に家族は嬉しかったようで、周囲にたくさん宣伝していました。
　これからも子ども通信員をはじめ、市報を読むのを楽しみにしています。

平
成
18
年
の
子
ど
も
通
信
員

石
貝　
楓
さ
ん
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州
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
市
と
国

際
親
善
姉
妹
都
市
を
提
携

市
民
運
動
組
織
に
よ
る
市
報

の
配
布
を
開
始

★
市
報
で
「
子
ど
も
通
信
員
」

コ
ー
ナ
ー
を
開
始

市
の
花
「
サ
ク
ラ
」、
市
の
木

「
ケ
ヤ
キ
」
を
制
定

新
小
学
１
年
生
に
市
オ
リ
ジ
ナ

ル
ラ
ン
ド
セ
ル
の
贈
呈
開
始（
４
）

 「市報ひたち」を全てのご家庭にお届けします

　日立市は、妊娠が分かった時から、子どもが大学などを卒業するまで
の切れ目のない子育て支援が、とても充実しています。我が家は今年、
次女が入学してランドセルをいただき、とても喜んでいました。
　子どもが小さい時は、子育て広場などに通ったり、最近は動物園やサ
クリエなどに行ったりと、子どもが楽しめる遊び場がいっぱい！　
　市報には、子どものイベントや支援制度、相談窓口などの情報が掲載
されているので、とても助かっています。

ホ
ン
す
ご
第
１
弾
に
出
演

美
穂
マ
マ
親
子

　日本有数の鉱工業都市として発展してきた日立市
と、白砂青松の美しい海岸など豊かな自然環境を持
つ十王町が平成
16 年 11 月に合併
しました。新・日
立市の思いや合
併までの道のりを
掲載しています。

平成 16年　日立市と十王町が合併

　平成 23 年３月 11 日 午後２時 46 分頃、東日本大
震災が発生しました。日立市でも震度６強の地震を
観測し、沿岸部
では津波により
家屋が損壊する
などの大きな被
害を受けたこと
を、写真で伝え
ています。

平成 23年　東日本大震災

　市制施行 80 周年について紹介しました。記念式
典では、市の発展に寄与した功労者の表彰や「ふる
さと日立大使」の委
嘱式など盛大に行い
ました。また、各種
記念事業を通じて、
市制施行 80 周年の
節目を祝いました。

令和元年　市制施行 80周年

　平成 30 年４月５日号から全ページフルカラーに
なりました。写真やイラストを大きく使用すること
が可能となり、よ
りレイアウトの自
由度が増し、イン
パクトのある紙面
の作成できるよう
になりました。

平成 30年　市報が全ページフルカラー化
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 「市報ひたち」を全てのご家庭にお届けします

制作

取材

編集会議

校正

　

広
報
戦
略
課
で
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
、
そ
の
時
々
の
旬
の
話

題
や
主
要
事
業
な
ど
の
情
報
を

正
確
か
つ
迅
速
に
お
届
け
す
る
た

め
、
編
集
会
議
や
各
事
業
課
と

の
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
毎
号
、

掲
載
内
容
を
決
め
て
い
ま
す
。

　
掲
載
内
容
が
決
ま
っ
た
ら
、

職
員
自
ら
が
手
分
け
し
て
、
取

材
、
写
真
撮
影
、
レ
イ
ア
ウ
ト

な
ど
を
行
い
、
パ
ソ
コ
ン
の
専

用
ソ
フ
ト
で
編
集
し
た
上
で
、

デ
ー
タ
を
印
刷
事
業
者
に
渡
し

ま
す
。
印
刷
後
、
お
届
け
す
る

た
め
の
準
備
工
程
を
経
て
、
各

家
庭
へ
配
布
さ
れ
ま
す
。

　
市
報
発
行
は
、
多
く
の
皆
さ

ま
の
協
力
に
よ
っ
て
、
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

印刷
製本

3
　写真やイラストなど
を活用して、レイアウ
ト作業を行います。

6

1

5 4

2
　担当課と調整し
て、広報戦略課の
職員が地域に出向
き、写真撮影やイ
ンタビューを行い
ます。

　文章の内容や誤
字・脱字が無いか
を、入念にチェッ
クします。

　特集記事や表紙
を決めたり、掲載
する記事を整理し
ます。

　学区コミュニティの梱包
員や配布業者が、各配布員
ごとに仕分けし、梱包します。

　印刷業者に原稿データを送
付し、色味などを確認の上、
印刷します。

配布 7
　各配布員がポスティン
グなどにより市内全世帯
に配布します。

Start

梱包作業

デ
ジ
タ
ル
で
も
配
信

　

市
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
他
、
日
立
市

公
式
S
N
S
な
ど
で
ひ
た
ち

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
外
国
語
の
翻
訳
を
行

う
ア
プ
リ「
カ
タ
ロ
グ
ポ
ケ
ッ

ト
で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。

　制作の舞台裏　

市報の発行まで

日立市報
 電子版

（カタログポケット）

動画でも市政
情報を発信し
ています！

日立市
公式SNS

フェイスブック ツイッター インスタグラム

ユーチューブ



 「市報ひたち」を全てのご家庭にお届けします

　
全
て
の
方
に
市

報
の
情
報
を
お
届
け
す
る
た
め

に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

視
覚
や
聴
覚
の
障
害
に
関

わ
ら
ず
、
誰
も
が
市
報
を
通

し
て
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
点
字
市
報
や

声
の
市
報
を
、
希
望
者
に
送

付
し
て
い
ま
す
。

　

制
作
を
担
っ
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

日立リーディングサービスグループ

市報担当者が語る

これからの市報

すべての方に市報をお届け

点字や声で伝える市報

　

地
域
に
は
、
企
業
等
で
働
く
方
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
団
体
で
活
動
す
る

方
、
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
い

る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
や
場

面
で
活
躍
し
て
い
る
た
く
さ
ん
の
市

民
が
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
市
報
は
、
市
政
の
情

報
を
発
信
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
そ
う
し
た
方
々
の
笑
顔
や
声

を
よ
り
多
く
お
届
け
し
、
も
っ
と
身

近
で
、
も
っ
と
気
軽
に
手
に
取
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
市
報
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
報
か
ら
発
信
さ
れ
た

声
が
、
更
な
る
つ
な
が
り
を
生
み
、

そ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
。
そ
ん
な

願
い
を
込
め
て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に

市
報
を
作
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま
す
!

　私たちは、視覚障害のある方や見えにくく困って
いる方の「知りたい！」という願いに応えるため、
広報紙、雑誌、単行本などの録音をしています。
声の市報は、会の結成初期からの主要な活動です。
　読み方のルールを決めて、毎号変わった読み方に
ならないようにするとともに、聴いている方が「こん
な紙面になっているんだ」と感じられるように、文字
はもちろん写真についても、丁寧かつ正確な読みを
心掛けています。声の市報は、市のＨＰからもご利用
できますので、ぜひ聴いていただければと思います。

日立点訳友の会

　視覚障害のある方が知りたい情報を少しでもお届
けできればと思い活動しています。私たちは、市報
の他、カレンダーや時刻表、小説などの点訳も行っ
ており、中には、定年後に地域社会に何らかの形で
貢献や恩返しをしたいという思いで、点字を独学で
勉強して始めた方もいます。
　市報を点訳する上で、間違いがないよう会員同士
で読み合わせを行うなど、記事を正確に点訳するこ
とに努めています。私たちの小さなお手伝いが、ど
こかで誰かのお役に立てればうれしいです。

録音の様子
点字市報
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